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(57)【要約】
　エアバッグ装置は、前部と、後部と、前部と後部とに
膨張可能に連通し、かつそれらの間にあるカラー部とを
含む。腰部取り付け部は、この腰部取り付け部の中間部
の後部の下端部と膨張可能に連通し、第１の端部が、前
部に脱着可能に取り付けられ、第２の端部が、前部の左
下部で前部に脱着可能に取り付けられる。空気発生器は
、エアバッグ装置を膨張させるべく前部、後部、および
腰部取り付け部のうちの少なくとも１つと連通してもよ
く、少なくとも１つのエアバッグは、空気発生器により
エアバッグが膨張するとオペレータを保護することがで
きる。
【選択図】図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアバッグ装置であって、
　略方形の前部と、
　上端部と下端部とを有し、少なくともオペレータの脊椎を覆うよう寸法調整された略方
形形状の後部と、
　前記前部と前記後部とに膨張可能に連通するとともに、それらの間にあるカラー部と、
　第１の端部と、第２の端部と、前記第１の端部と前記第２の端部との間の中間部とを有
する腰部取り付け部であって、当該腰部取り付け部の中間部で前記後部の下端部と膨張可
能に連通し、前記第１の端部が、前記前部の右下部で前記前部に脱着可能に取り付けられ
、前記第２の端部が、前記前部の左下部で前記前部に脱着可能に取り付けられる腰部取り
付け部と、
　前記前部と、前記後部と、腰部取り付け部のうちの少なくとも１つと連通して前記エア
バッグ装置を膨張させる空気発生器と、
　前記空気発生器と接続するアクチュエータであって、空気を前記エアバッグ装置内に供
給して前記エアバッグを膨張させるよう前記空気発生器を導くアクチュエータとを含むエ
アバッグ装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のエアバッグ装置において、前記アクチュエータが、第１の端部と第２
の端部とを有するコードであって、前記第１の端部が、パーソナルビークルに固定的に取
り付けられ、前記第２の端部が、前記エアバッグ装置の一部に脱着可能に取り付けられ、
前記第２の端部が、前記エアバッグ装置から切り離されると、前記空気発生器が前記エア
バッグ装置内に空気を供給し、前記エアバッグを膨張させることを特徴とするエアバッグ
装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のエアバッグにおいて、前記アクチュエータが、プッシュボタンプラン
ジャであって、前記空気発生器が、オペレータによる前記プッシュボタンプランジャの押
下に反応して、空気を前記エアバッグ内に供給することを特徴とするエアバッグ。
【請求項４】
　請求項１に記載のエアバッグにおいて、前記エアバッグを女性に適合させるべく、前記
カラー部が、前記前部の中央部で前記前部と合流し、２つの略三角形の切り取りを作成し
ていることを特徴とするエアバッグ。
【請求項５】
　請求項１に記載のエアバッグがさらに、前記エアバッグの外側周りを覆う膨張可能なス
クリーンメッシュカバーを含むことを特徴とするエアバッグ。
【請求項６】
　請求項１に記載のエアバッグがさらに、前記エアバッグ装置の外層に静電気防止コーテ
ィングを具えることを特徴とするエアバッグ。
【請求項７】
　請求項１に記載のエアバッグがさらに、前記エアバッグ装置の少なくとも一部に取り付
けられるグローバルポジショニングシステムを含むことを特徴とするエアバッグ。
【請求項８】
　請求項３に記載のエアバッグがさらに、前記プッシュボタンプランジャが押されないよ
うにするプランジャ安全装置を含むことを特徴とするエアバッグ。
【請求項９】
　請求項１に記載のエアバッグにおいて、少なくとも一部が反射材であることを特徴とす
るエアバッグ。
【請求項１０】
　２人乗り手用のエアバッグ装置であって、当該装置が、
　前部乗り手のエアバッグであって、
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　　２つの略方形部と、当該２つの略方形部間のコネクタでなる前部と、
　　上端部と下端部とを有し、少なくともオペレータの脊椎を覆うよう寸法調整された後
部と、
　　前記前部と前記後部とに連通するとともに、それらの間にあるカラー部と、
　　第１の端部と、第２の端部と、前記第１の端部と前記第２の端部との間の中間部とを
有する腰部取り付け部であって、当該腰部取り付け部の中間部で前記後部の下端部と膨張
可能に連通し、前記第１の端部が、前記前部の右下部で前記前部に脱着可能に取り付けら
れ、前記第２の端部が、前記前部の左下部で前記前部に脱着可能に取り付けられる腰部取
り付け部とを具える前部乗り手用のエアバッグと、
　後部乗り手用のエアバッグであって、
　　２つの略方形部でなる前部であって、当該２つの略方形部が、一方の側に沿って取り
付けられ、前記２つの略方形部が、前記前部乗り手用のエアバッグおよび前記後部乗り手
用のエアバッグが膨張するときに、前記前部乗り手用のエアバッグの後部を受けられるよ
う前記一方の側に沿って膨張可能に連通していない前部と、
　　上端部と下端部とを有し、前記後部乗り手用のエアバッグの後部の、少なくともオペ
レータの脊椎を覆うよう寸法調整される後部と、
　　前記前部と前記後部とに連通するとともに、それらの間にあるカラー部と、
　　第１の端部と、第２の端部と、当該第１の端部と当該第２の端部との間の中間部とを
有する腰部取り付け部であって、当該腰部取り付け部の中間部で前記後部の下端部と膨張
可能に連通し、前記第１の端部が、前記前部の右下部で前記前部に脱着可能に取り付けら
れ、前記第２の端部が、前記前部の左下部で前記前部に脱着可能に取り付けられる腰部取
り付け部と、
　　前記前部、前記後部、および前記２つのエアバッグ装置の各々の腰部取り付け部の少
なくとも１つと連通して前記２つのエアバッグ装置の少なくとも１つを膨張させる少なく
とも１つの空気発生器と、
　　前記少なくとも２つの空気発生器の少なくとも１つと接続する少なくとも１つのアク
チュエータであって、当該アクチュエータの各々が、少なくとも１つのエアバッグ装置内
に空気を供給して前記エアバッグを膨張させるよう少なくとも１つの空気発生器を導く少
なくとも１つのアクチュエータとを含む後部乗り手用のエアバッグとを具え、
　　前記少なくとも１つのエアバッグは、前記空気発生器により前記エアバッグが膨張す
るとオペレータを保護することができることを特徴とするエアバッグ装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のエアバッグにおいて、当該アクチュエータが、第１の端部と、第２
の端部とを有するコードであって、当該第１の端部が、パーソナルビークルに固定的に取
り付けられ、前記第２の端部が、前記エアバッグ装置の一部に脱着可能に取り付けられ、
前記第２の端部が、前記エアバッグ装置から切り離されると、前記空気発生器が空気を前
記エアバッグ装置内に供給して前記エアバッグを膨張させることを特徴とするエアバッグ
。
【請求項１２】
　請求項１０に記載のエアバッグにおいて、前記アクチュエータが、プッシュボタンプラ
ンジャであって、前記空気発生器が、オペレータによる前記プッシュボタンプランジャの
押下に反応して、前記エアバッグ内に空気を供給することを特徴とするエアバッグ。
【請求項１３】
　請求項１０に記載のエアバッグにおいて、前記エアバッグを女性の乗り手に適合させる
べく、前記前部乗り手用のエアバッグおよび前記後部乗り手用のエアバッグのうちの少な
くとも１つの前記カラー部が、前記前部の中間部の前部と合流し、２つの略三角形の切り
取りを作成していることを特徴とするエアバッグ。
【請求項１４】
　請求項１０に記載のエアバッグがさらに、前記エアバッグの外側を囲む膨張可能なスク
リーンメッシュカバーを含むことを特徴とするエアバッグ。
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【請求項１５】
　請求項１０に記載のエアバッグにおいて、前記アクチュエータが、前記少なくとも２つ
の空気発生器と連通しており、少なくとも１つの空気発生器を、前記前部乗り手用のエア
バッグ内および前記後部乗り手用のエアバッグ内に空気を供給し、２人乗り用の単一アク
チュエータを提供するよう導くことを特徴とするエアバッグ。
【請求項１６】
　請求項１０に記載のエアバッグがさらに、前記前部乗り手用のエアバッグと前記後部乗
り手用のエアバッグとの間に接続手段を含むことを特徴とするエアバッグ。
【請求項１７】
　請求項１０に記載のエアバッグがさらに、前記エアバッグ装置の外側層に静電気防止コ
ーティングを具えることを特徴とするエアバッグ。
【請求項１８】
　請求項１０に記載のエアバッグがさらに、前記前部乗り手用のエアバッグと前記後部乗
り手用のエアバッグとの間にあるセパレータエアバッグを含むことを特徴とするエアバッ
グ。
【請求項１９】
　請求項１０に記載のエアバッグがさらに、前記エアバッグ装置の少なくとも一部に取り
付けられるグローバルポジショニングシステムを含むことを特徴とするエアバッグ。
【請求項２０】
　請求項１２に記載のエアバッグにおいて、前記アクチュエータがさらに、前記プッシュ
ボタンプランジャが押されないようにするプランジャ安全装置を含むことを特徴とするエ
アバッグ。
【請求項２１】
　請求項１０に記載のエアバッグにおいて、少なくとも一部が反射材であることを特徴と
するエアバッグ。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オートバイ、オフロードカー、自転車、および任意のオープンエア装置とい
ったパーソナルビークルに乗る人用の安全装置に関する。
【０００２】
　オートバイ、オフロードカー、自転車、および他のオープンエア装置の乗り手は、高速
で走行することが多い。乗り物から落下した場合、乗り手は身体、とりわけ臓器や脊椎を
保護する物がない。本発明は、事故の際に乗り手を保護し、単独で動力が与えられたり、
動作させたりできる装置を提供する。したがって、モータのないパーソナルビークルにも
適する。
【０００３】
　本発明はまた、２人用の乗物の乗り手、あるいは１台の自転車に乗る２人用の自立型の
装置を提供するよう求める。問題の１つは、衝突の際に２つの別個のエアバッグが、パー
ソナルビークルの乗り手を別の乗り手とぶつからせたり、損傷を増大させたりすることで
あるかもしれない。
【０００４】
　本発明のこれらおよび他の特徴、態様および利点は、以下の記載およびクレームを参照
することでより理解されるであろう。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は一般に安全装置に関し、具体的にはエアバッグ装置に関する。
【０００６】
　本発明の一実施形態によると、エアバッグ装置が提供され、当該装置が、略方形の前部
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と、上端部と下端部とを有し、少なくともオペレータの脊椎を覆うよう寸法調整された略
方形の後部と、前記前部と前記後部とに膨張可能に連通するとともに、それらの間にある
カラー部と、第１の端部と、第２の端部と、当該第１の端部と当該第２の端部との間の中
間部とを有する腰部取り付け部であって、当該腰部取り付け部の中間部で前記後部の下端
部と膨張可能に連通し、前記第１の端部が、前記前部の右下部で前記前部に脱着可能に取
り付けられ、前記第２の端部が、前記前部の左下部で前記前部に脱着可能に取り付けられ
る腰部取り付け部と、前部と、後部と、腰部取り付け部の少なくとも１つと連通して前記
エアバッグ装置を膨張させる空気発生器と、前記空気発生器と接続するアクチュエータで
あって、空気を前記エアバッグ装置内に供給して前記エアバッグを膨張させるよう前記空
気発生器を導くアクチュエータとを含む。
【０００７】
　本発明の別の実施形態によると、２人乗り手用のエアバッグ装置が提供され、当該装置
が、前部乗り手用のエアバッグ装置であって、２つの略方形部と、当該２つの略方形部間
のコネクタでなる前部と、上端部と下端部とを有し、少なくともオペレータの脊椎を覆う
よう寸法調整された後部と、前部と後部とに連通するとともに、それらの間にある膨張可
能でないカラー部と、第１の端部と、第２の端部と、前記第１の端部と前記第２の端部と
の間の中間部とを有する腰部取り付け部であって、当該腰部取り付け部の中間部で前記後
部の下端部と膨張可能に連通し、前記第１の端部が、前記前部の右下部の前記前部に脱着
可能に取り付けられ、前記第２の端部が、前記前部の左下部の前記前部に脱着可能に取り
付けられる腰部取り付け部と、後部乗り手用のエアバッグであって、２つの略方形部でな
る前部であって、当該２つの略方形部が、一方の側に沿って取り付けられ、当該２つの略
方形部が、前記前部乗り手用のエアバッグおよび前記後部乗り手用のエアバッグが膨張す
るときに、前部乗り手用のエアバッグの後部を受けられるよう前記一方の側に沿って膨張
可能に連通していない前部と、上端部と下端部とを有し、前記後部乗り手用のエアバッグ
の後部の、少なくともオペレータの脊椎を覆うよう寸法調整される後部と、前部と後部と
に連通するとともに、それらの間にある膨張可能であるカラー部と、第１の端部と、第２
の端部と、当該第１の端部と当該第２の端部との間の中間部とを有する腰部取り付け部で
あって、当該腰部取り付け部の中間部で後部の下端部と膨張可能に連通し、前記第１の端
部が、前記前部の右下部で前記前部に脱着可能に取り付けられ、前記第２の端部が、前記
前部の左下部で前記前部に脱着可能に取り付けられる腰部取り付け部と、前記前部、前記
後部、および前記２つのエアバッグ装置の各々の腰部取り付け部の少なくとも１つと連通
して前記エアバッグ装置を膨張させる前記少なくとも２つの空気発生器と、前記少なくと
も２つの空気発生器の少なくとも１つと接続する少なくとも１つのアクチュエータであっ
て、この各アクチュエータが、少なくとも１つのエアバッグ装置内に空気を供給して前記
エアバッグを膨張させるよう少なくとも１つの空気発生器を導くアクチュエータとを含み
、前記少なくとも１つのエアバッグが、前記空気発生器による前記エアバッグが膨張する
とオペレータを保護することができる。
【０００８】
　本発明のこれらおよび他の特徴、形態、および利点が、以下の記載とクレームを参照す
ることによりよく理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１Ａ－図１Ｃは本発明を示す。
【図２】図２Ａ－図２Ｃは本発明を示す。
【図３】図３Ａ－図３Ｂは本発明を示す。
【図４】図４Ａ－図４Ｂは本発明を示す。
【図５】図５Ａ－図５Ｂは本発明を示す。
【図６】図６は本発明を示す。
【図７】図７Ａ－図７Ｄは本発明を示す。
【図８】図８は本発明を示す。
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【図９】図９Ａ－図９Ｃは本発明を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下の詳細な説明は、本発明を実施する最良の実施態様である。発明の範囲は添付のク
レームにより、よく記載されており、記載は限定を意図せず、単に本発明の一般的な原理
を示すことを目的とする。
【００１１】
　図１Ａ－図１Ｃを参照すると、本発明はエアバッグ装置を提供し、この装置（１０）は
前部（１２）であって、図１Ｂに示されるような略方形である前部（１２）と、後部（１
４）であって、図１Ｃに記載されるような、上端部（２６）と下端部（２８）とを有し、
少なくともオペレータの脊椎を覆うよう寸法調整された略方形である後部（１４）とを含
む。示された実施形態によると、後部は伸長した方形形状であり、ユーザの脊椎よりもわ
ずかに長い。前部（１２）と後部（１４）とに膨張可能に連通し、それらの間にカラー部
（１６）がある。この膨張可能な連通という用語は、各部分が個々に密封も膨張もされて
いないことを言うが、むしろ前部、後部、およびカラー部間のエアフローでベスト全体が
膨張する。ある実施形態において、ある部分は膨張しなくてもいいが、空気の流れが可能
である。例えば、カラー部（１６）は必ずしも十分に膨張しなくてもよいが、カラー部内
には小さな開口があり、前部（１０）から後部（１４）への空気の流れが可能となる。第
１の端部（２０）と、第２の端部（２２）と、第１の端部（２０）と第２の端部（２２）
との間の中間部（２４）とを有する腰部取り付け部（１８）があってもよい。この腰部取
り付け部（１８）は、腰部取り付け部（１８）の中間部（２４）で、後部（１４）の下端
部（２８）と膨張可能に連通し、第１の端部（２０）は前部（２０）の右下部で前部（２
０）に脱着可能に取り付けられ、第２の端部（２２）は前部（１２）の左下部で前部（１
２）に脱着可能に取り付けられる。前部（１２）、後部（１４）、およびエアバッグ装置
を膨張させる腰部取り付け部（１８）のうちの少なくとも１つと連通する空気発生器（２
３）がある。この空気発生器は二酸化炭素カートリッジまたはガス発生パレットを含むガ
ス発生器であってもよい。この空気発生器（２３）と連通するアクチュエータ（４０）が
あってもよく、このアクチュエータ（４０）は、空気をエアバッグ装置（１０）内に供給
し、このエアバッグ（１０）を膨張させるよう導く。（新しい二酸化炭素カートリッジの
ような新しい空気発生器が必要である）複数回使用のエアバッグの場合、空気をエアバッ
グ装置外に排出するよう導くリリースバルブがあってもよい。代替的に、このエアバッグ
は一度の展開で廃棄しなければならない、使い捨てのエアバッグであってもよい。
【００１２】
　アクチュエータ（４０）は空気発生器（２３）と連通しており、この空気発生器が空気
をエアバッグ装置（１０）内に供給するよう作動するか、導く。図７Ａに示されるように
、このアクチュエータはコードの第１の端部（５６）と第２の端部（５８）とを有するコ
ード（５４）であってもよく、この第１の端部（５６）はパーソナルビークル（６０）に
固定して取り付けられ、かつ第２の端部（５８）はエアバッグ装置（１０）の一部に脱着
可能に取り付けられ、第２の端部（５８）はエアバッグ装置（１０）から外され、空気発
生器（２３）は空気をエアバッグ装置（１０）内に供給し、このエアバッグを膨張させる
。図６に示されるように、アクチュエータ（４０）はプッシュボタンプランジャ（４２）
であってもよく、空気発生器（２３）はプッシュボタンプランジャ（４２）を押すオペレ
ータに反応して、エアバッグ内に空気を供給する。図６に示されるように、ロックアウト
スイッチ（６２）のようなプランジャ安全装置があってもよく、このプランジャ安全装置
はプッシュボタンプランジャが押されないようにする。これは安全なオプションであり、
装置が作動しないようにする。例えば、ユーザがベストを着用している場合、多回数有効
であるかもしれないが、（例えば、オートバイ６０のような）オープンエア装置を身につ
けていない場合はそうではない。
【００１３】
　エアバッグは図２Ａ－２Ｃに示されるように、女性の乗り手に合わせて調整されてもよ
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い。この実施形態によると、カラー部（１６）は前部（１２）の中間部で前部（１２）と
合流し、２つの実質的に三角形の切り取り（３０、３２）を作成し、エアバッグを女性の
乗り手に適合させる。この女性の乗り手用のエアバッグはまた、より大きな腰部取り付け
部を有し、（図２Ｃ及び図３Ｂの膨張したエアバッグ装置の側面視に見られるように）、
女性の乗り手の背面を完全に覆う。このエアバッグの外側周りを覆う膨張可能なスクリー
ンメッシュ（３４）があってもよい。この目的はエアバッグの外側の過度のひっかきを防
ぐことであり、これはエアバッグが展開したり、膨張したりする場合、およびエアバッグ
が展開しなかったり、膨張しなかったりする場合、多くの問題となる。図８はメッシュバ
ッグ（３４）の層状を示すよう意図され、すなわちエアバッグよりもわずかに大きく、そ
れを囲む。図８はこの装置の形状ではなく、切り取られた展開図であり、すなわちメッシ
ュバッグがエアバッグの上面にあり、わずかに大きいよう示されている。エアバッグ装置
の外層上は静電気防止コーティングがなされてもよい。静電気防止コーティングの一例は
、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）ベースのフルオロポリマ樹脂でコーティング
された織物である。静電気防止コーティングを提供するのに知られる製品のいくつかの例
は、Ｔｅｆｌｏｎ（登録商標）およびＰＲＥＣＩＳＩＯＮＦＡＢ（登録商標）の織物であ
る。
【００１４】
　本発明はまた、エアバッグ装置の少なくとも一部に取り付けられるグローバルポジショ
ニングシステム（６４）をイメージする。これは負傷した乗り手を個々に配置する場合、
有用かもしれない。エアバッグの少なくとも一部に反射材があってもよい。図５Ｂは、本
発明による反射材（２５２）を示し、これはユーザの背面に沿っている。この反射材は膨
張または剥離しなければならず、衝突または展開時にエアバッグを膨張させることができ
る。
【００１５】
　別の好適な実施形態によると、図７Ａ－図７Ｆに示されるように、２人乗り用のエアバ
ッグ装置が提供され、この装置は前部乗り手用のエアバッグ（１００）を含み、この前部
乗り手用のエアバッグ（１００）は、前部（１１２）であって、当該前部（１１２）が２
つの略方形部（１０４、１０６）と２つの略方形部（１０４、１０６）間のコネクタ（１
１８）と、後部（１１４）であって、略方形形状であり、上端部（１２６）と下端部（１
２８）とを有し、少なくともオペレータの脊椎を覆うよう寸法調整された後部（１１４）
と、カラー部（１１６）であって、前部（１１２）と後部（１１４）とに連通し、かつそ
れらの間にあり、膨張可能であっても、そうでなくてもよいカラー部（１１６）とを含む
。しかしながら、もしカラー部が膨張しない場合、前部（１１２）から後部（１１４）ま
で流れる空気の薄い流れまたは管を可能にし、その逆もまた同様であり、ベストが単一の
空気源から膨張可能であることが重要である。さらに第１の端部（１２０）と、第２の端
部（１２２）と、第１の端部（１２０）と第２の端部（１２２）との間の中間部（１２４
）とを有する腰部取り付け部（１１８）があり、当該腰部取り付け部（１１８）は、その
中間部（１２４）で後部（１１４）の下端部（１２８）と膨張可能に連通し、第１の端部
（１２０）が、前記前部（１１２）の右下部で前記前部（１１２）に脱着可能に取り付け
られ、前記第２の端部（１２２）が、前記記前部（１１２）の左下部で前記前部（１１２
）に脱着可能に取り付けられる。
【００１６】
　さらに後部乗り手用のエアバッグ（２００）があり、当該後部乗り手用のエアバッグ（
２００）が、前部（２１２）を具え、当該前部（２１２）が、２つの略方形部分（２０４
、２０６）でなり、当該２つの略方形部（２０４、２０６）が、一方の側（２０５）に沿
って取り付けられ、当該２つの略方形部（２０４、２０６）は、一方の側（２０５）に沿
って膨張可能に連通しておらず、前部乗り手用のエアバッグ（１００）および後部乗り手
用のエアバッグ（２００）が膨張すると、前部乗り手用のエアバッグ（２００）の後部（
１１４）を受けることが可能となる。この方法において、膨張すると前部乗り手は、乗り
手がオートバイ、自転車などの乗物から振り落とされないようにする。むしろ、前部乗り
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手用のエアバッグ（１００）の後部（１１４）は、２つの略方形部（２０４、２０６）を
接続する一方の側（２０５）に位置する。例により、左の略方形部（２０４）は、一方の
側（２０５）に沿って移動するジッパーにより、右の略方形部（２０６）と連通してもよ
く、この左の略方形部（２０４）を、右の略方形部（２０６）に脱着可能に接続し、各側
の膨張を可能とするが、エアバッグが膨張する際、前部乗り手が着席する後部（１１４）
にしわを作成する。後部乗り手の後部（２１４）は、ユーザの背面の大部分を覆う大きさ
であってもよいし、上端部（２２６）および下端部（２２８）を有し、少なくともオペレ
ータの脊椎を覆うよう寸法調整され、かつ好適には後部乗り手の背面の大部分を覆う略方
形形状であってもよい。さらにカラー部（２１６）があり、当該カラー部が前部（２１２
）と後部（２１４）とに連通し、かつそれらの間にあり、膨張可能であってもよい。腰部
取り付け部（２１８）が、第１の端部（２２０）と、第２の端部（２２２）と、第１の端
部（２２０）と第２の端部（２２２）との間の中間部（２２４）とを有して提供され、当
該腰部取り付け部（２１８）が、その中間部（２２４）で後部（２１４）の下端部（２２
８）と膨張可能に連通し、第１の端部（２２０）が、前部（２１２）の右下部で前部（２
２０）に脱着可能に取り付けられ、第２の端部（２２２）が、前部（２１２）の左下部で
前部（２１２）に脱着可能に取り付けられる。少なくとも１つの空気発生器（１２３、２
２３）は、前部、後部、および２つのエアバッグ装置の少なくとも１つで膨張する２つの
エアバッグ装置の各々の腰部取り付け部のうちの少なくとも１つと連通する。エアバック
の一方および双方を膨張させるよう空気を提供する前部または後部乗り手の何れかに空気
発生器があってもよい。しかしながら、各エアバッグが自身の空気発生器を有することが
望ましい。少なくとも２つの空気発生器の少なくとも１つに接続する少なくとも１つのア
クチュエータがあってもよく、このアクチュエータは少なくとも１つのエアバッグ装置内
に空気を供給し、エアバッグを膨らませるよう少なくとも１つの空気発生器を導く。アク
チュエータは前部または後部エアバック装置の何れか、または双方に空気を供給するよう
導かれてもよく、この場合、エアバッグは事故の際に空気発生器によりエアバッグの膨張
に反応してオペレータを保護する。図７Ａに示されるように、アクチュエータ（５４）は
第１の端部（５６）と第２の端部（５８）とを有するコードであってもよく、第１の端部
（５６）はパーソナルビークル（６０）に固定して取り付けられ、第２の端部（５８）は
エアバッグ装置（１００）の一部に脱着可能に取り付けられ、第２の端部（５８）は、空
気をエアバッグ装置内に供給し、エアバックを膨張させるエアバッグ装置から切り離され
る。コードは前部乗り手用のエアバッグ（１００）または後部乗り手用のエアバッグ（２
００）に取り付けられてもよいことに注目されたい。アクチュエータはプッシュボタンプ
ランジャ（４２）であってもよく、前部乗り手または後部乗り手の何れかによって操作さ
れ、空気発生器はプッシュボタンプランジャ（４２）を押す（前部または後部乗り手）の
オペレータに反応してエアバッグの一方又は双方の内部に空気を供給する。本発明による
と、アクチュエータはマイクロプロセッサを含み、このアクチュエータはロックアウトス
イッチにより「オン」または「オフ」であってもよい。（エアバッグ装置またはビークル
のセンサに反応できる）衝突のような自動的なイベントに反応してボタンが押されると、
マイクロプロセッサはアクチュエータから「オン」または「オフ」および展開／膨張とい
った情報を受け取り、このマイクロプロセッサは、プッシュボタンアクチュエータまたは
センサアクチュエータの何れかまたは双方からのようなメカニカルアクチュエータの何れ
かからの情報／指令により空気発生器を導く。このエアバッグ装置はユーザのビークルの
回路に接続されてもよいし、自立型であってもよい。電源はバッテリ、太陽発電、または
オープンエア装置（例えば、オートバイ、スクータなど）の電源であってもよい。
【００１７】
　前部乗り手用のエアバッグおよび後部乗り手用のエアバッグのうちの少なくとも一方の
カラー部は、前部の中間部で前部と合流し、２つの略三角形の切り取りを作成し、女性の
乗り手にエアバッグを合致させる。
【００１８】
　このエアバッグはエアバッグの外側を囲む膨張可能なスクリーンメッシュ（３４）カバ
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ーを有してもよく、前部乗り手用のエアバッグ（１００）あるいは後部乗り手用のエアバ
ッグ（２００）の一方あるいは双方は、スクリーンメッシュカバー（３４）を有してもよ
い。アクチュエータは少なくとも２つの空気発生器と連通し、前記アクチュエータは、空
気を前記前部乗り手用のエアバックおよび前記後部乗り手用のエアバック内に供給し、２
人乗り用の単一アクチュエータを提供するよう導く。前部乗り手用のエアバッグおよび後
部乗り手用のエアバッグ間に接続手段（２８０）があってもよい。好適な実施形態による
接続手段（２８０）は、前部を後部に接続するストラップであってもよい。セパレータエ
アバッグ（２８２）があってもよく、このセパレータエアバッグは前部乗り手用のエアバ
ッグ（１００）および後部乗り手用のエアバッグ（２００）との間にある。図９Ａ－図９
Ｃに示されるように、エアバッグ装置は側面を空けて（３０２）肩側のオープニングバッ
グ（３００）の上に含まれてもよい。
【００１９】
　前述の内容が発明の好適な実施形態に関し、改良が以下のクレームにおいて実行される
ような発明の精神と範囲から逸脱することなくなされてもよいことを理解されたい。
　

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図２Ａ】
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【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】
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